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29 日（金） 

厚木を 20時半に出発し、三井さん宅に

22 時着、三井さんの車に乗り換えて中央

アルプスの鳩打峠の駐車場には翌 1 時半

くらいに到着したと思う。即仮眠。 

30 日（土） 

朝は日の出とともに４時半くらいに起

き、朝食と支度を整えて出発。駐車場の

すぐ隣、林道がカーブしているところか

ら藪の斜面を下り、ぐちゃぐちゃの枝沢

に沿って片桐松川沿いの林道へ出た。30

分くらい。林道を上流に向かって歩き、

トンネルをくぐったところで沢へ下りる

踏み跡があったのでそこから入渓。しば

らくして大きな堰堤が２つ連続して登場。

三井さん「こんなのあったかなぁ」。左岸

にはまだ林道が続いていそうなので堰堤

の手前からガレた斜面を登って林道へ戻

る。まだまだ林道は続いていて、余計な

仕事をしてしまった。林道の終点からそ

のまま河原へ再入渓。 

水量はちょっと多めだろうか。ゴーロ

の河原を進むと、巨大な堰堤が出てきた。 

パイプの急なハシゴ階段と柵がついてい

る。柵までついた堰堤なんて初めて見た。 

ハシゴを登り、堰堤を２つまとめて越え

た。 

ゴーロ帯を進んでいくと 30 分程度で烟

ヶ滝 15ｍ跡に到着。かつての見どころだ

った烟ヶ滝は、見るも無残な大岩が積み

重なったガレ塔と化していた。また、こ

こ以外にも枝沢から崩れ落ちた岩や倒木

があちこちにあり、崩壊が進んでいるよ

う。 

次の見どころは大滑八丁のゴルジュ帯。

入口の滝は右から高巻き。スタンス、ホ

ールドともあるがもろいので緊張する。

笹藪をトラバースし、次の滝も一緒に巻

いて沢床へ戻る。このあたりで曇り空か

らポツリポツリと雨が降り始め、本降り

になってしまった。ゴルジュの中でちょ

っとやばいかもなぁと思ったが、しばら

くして小雨になった。いずれにしても天

気は下り坂なので急いでなるべく進もう

と歩を進めていく。3 段 20ｍＣＳ滝は左

岸を左上しての高巻き。途中が嫌らしい。 

紅葉の滝と呼ばれる 20ｍ滝は、直登も

可能だが思いっきり水をかぶる。寒いの

で左のガレ場からブッシュの中を通って

巻く。予想より早く天気が崩れてきたた

め、時間や天候と相談しながらテン場を

探すと、標高 1,700ｍくらいの地点に水

面から 1ｍほど小高い河原があったので

ここに決定。ツェルト＋タープ、焚火の

上にブルーシートを張り、薪も近くでだ

いぶ調達できた。夕飯は白土さんのマー

ボー茄子と浅漬けで元気をつける。三井

さんが作ってくれたキュウリの和え物も

おいしかった。時折、雲切れ間から青空

が覗いたが、18時くらいから雨が降り始

め、本降りになり、夜には雷も鳴り始め

た。21 時くらいに就寝。 

 



31 日（日） 

4 時半くらいに起きて（ちょっと寝坊）

三井さんの朝食を食べて6時20分に出発。

今日は連瀑帯が控えているので楽しみだ。

しばらくすると小雨が降り始めた。連瀑

帯はナメ状で割と登りやすく、スリリン

グなところではシュリンゲで助けてもら

いながら楽しく登れる。 

滝がいくつも連続し、遡行図と照らし

合わせてもどこにいるのかよくわからな

い。10ｍのナメ滝を登ったところで、私

の不注意によりロープマンを小さな滝壺

に落としてしまった。取りに戻ったが、

釜は腰くらいまで深さがあり、上から落

ちる水で泡立っていて底が見えない。お

まけに雨も降っている。ちょっと水に入

ってみたが冷たく、頭からもぐる勇気が

出ずにあきらめた。自分が悪いとはいえ、

持っているガチャの中では断トツ高いギ

アだっただけにショックが大きい。 

枝沢が右から、左から入ってくるよう

になると源頭は近い。雨は本降りになり、 

足元を流れる水が茶色くなっていた。標

高が上がってもなかなか水はなくならず、

増水しているようだ。途中から右岸の笹

藪に入り、木につかまりながら詰めて 30

分ほどで稜線に出た。踏み跡を北に歩き、

20 分で念丈岳山頂。晴れていれば展望は

良さそう。相変わらず小雨がぱらつくが、

薄日が差したり、また雨が降ったりと不

安定な空模様だ。歩いているうちは暑い

が、休むと一気に体が冷える。念丈岳か

らは鳩打峠へ向かって稜線歩き。一応ル

ートはわかるが、笹などの藪をがさがさ

と搔き分けて進む。烏帽子岳からははっ

きりした登山道を下るが雨でぬかるんで

いて滑りやすい。 

烏帽子岳山頂のちょっと下で市民登山

という地元住民の集団と出会った。年配

の人も多く、この天候、この時間でちょ

っと心配だ。烏帽子岳から先の登山道に

は一定間隔で1から10まで目印がついて

いて歩く目安にはなるが、長くてうんざ

りするころに鳩打峠に到着した。 

片桐松川は崩壊が進んでいて、百名谷

と言われる沢だけにとても残念。とはい

え、スケール感など、低山の沢とは違う

アルプスの沢を楽しむことができた。 

 

7/30 

6：30 入渓 

8：10 烟ヶ滝 

14：30 テント場 

7/31 

6：20 テント場 

9：10 稜線 

15：00 鳩打峠 



 

【崩れた烟ヶ滝】 

 

【3 段 20ｍＣＳ滝 三井さんリード】 



 

 


